
 

議会の傍聴はどなたでもできます。 

次の議会は５月臨時議会です。 

傍聴手続きは、当日議場受付で住所・氏名・年齢を書

くだけです。日程は、広報無線や町のホームページ

（５月上旬）でお知らせします。 
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―２― 

議
員
発
議 

条
例
の
制
定 

条
例
の
一
部
改
正 ※

１ 

※
２ 

                              

  

◆
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正 

千
葉
県
人
事
委
員
会
の
勧
告

に
従
い
、
一
般
職
の
職
員
の
給

与
等
に
関
す
る
条
例
の
改
正
案

を
12
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、

可
決
し
た
が
、
こ
れ
に
な
ら
い

６
月
期
と
12
月
期
で
異
な
っ

て
い
た
議
会
議
員
報
酬
の
期
末

手
当
の
支
給
月
数
を
均
等
に
す

る
改
正
を
行
っ
た
。 

こ
れ
ま
で
の
６
月
期
１
０
０

分
の
１
２
２
・
５
、
12
月
期
１

０
０
分
の
１
３
７
・
５
の
支
給

月
数
を
、
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
分

の
１
３
０
に
改
め
る
も
の
で
、

期
末
手
当
の
支
給
総
額
に
変
更 

は
な
い
。
質
疑
等
は
な
く
全
会

一
致
で
可
決
し
た
。 

  

◆
鋸
南
町
森
林
環
境
譲
与
税
基

金
条
例 

税
制
改
正
に
よ
り
平
成

31

年
度
か
ら
森
林
環
境
譲
与
税
が

創
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
同
税
の
一
部
が
国

か
ら
町
に
譲
与
さ
れ
る
こ
と
を

受
け
、
基
金
を
創
設
し
、
同
税
の

積
み
立
て
を
行
え
る
よ
う
に
す

る
の
が
条
例
制
定
の
趣
旨
。 

積
み
立
て
ら
れ
た
基
金
は
、

後
年
、
間
伐
や
人
材
育
成
、
木
材

利
用
の
促
進
、
普
及
啓
発
等
の

事
業
実
施
が
必
要
に
な
っ
た
場

合
に
、
取
り
崩
し
て
事
業
費
の

財
源
に
充
て
ら
れ
る
。
平
成
31

年
度
は
92
万
４
千
円
が
譲
与

さ
れ
る
見
込
み
。 

質
疑
の
後
、
全
会
一
致
で
可

決
し
た
。 

 

問 

基
金
設
置
の
目
的
と
し
て
、

木
材
利
用
の
促
進
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
鋸
南
町
で
の
木
材
利

用
に
か
か
る
事
業
と
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
を
考
え
て
い
る
か
。 

答 

現
在
、
鋸
南
町
に
は
、
林
業

に
従
事
し
て
い
る
方
が
い
ま
せ

ん
。
今
後
、
考
え
ら
れ
る
木
材
利

用
に
つ
い
て
は
、
薪
と
し
て
の

利
用
、
炭
、
あ
る
い
は
地
場
木
材

を
利
用
し
た
木
工
製
品
加
工
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

   

◆
鋸
南
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正 

改
正
の
主
な
内
容
は
、
基
礎

賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
と
保

険
料
軽
減
の
適
用
の
有
無
を
判

定
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
金
額

の
引
き
上
げ
の
２
点
。 

基
礎
賦
課
限
度
額
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
58
万
円
を
61
万
円

に
引
き
上
げ
、
判
定
に
用
い
ら

れ
る
金
額
に
関
し
て
は
、
５
割

軽
減
の
場
合
、
27
万
５
千
円
を

28
万
円
に
、同
様
に
２
割
軽
減
も

50
万
円
か
ら
51
万
円
に
引
き
上

げ
る
も
の
で
、
質
疑
等
は
な
く

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。 

           

３
月
定
例
議
会
は
、
会
期
を
３
月
５
日
か
ら
15
日
ま
で
の
11
日
間
の
日
程
で
開
催
し
た
。 

定
例
議
会
に
は
議
員
報
酬
に
関
す
る
発
議
案
１
件
と
町
提
出
23
議
案
が
上
程
さ
れ
た
。 

町
提
出
議
案
の
内
訳
は
、
条
例
の
制
定
１
件
と
一
部
改
正
８
件
で
計
９
件
、
そ
の
他
議
決
議
案

と
し
て
規
約
の
制
定
に
関
す
る
協
議
１
件
、
過
疎
計
画
の
変
更
１
件
、
予
算
関
係
で
は
30
年
度

補
正
予
算
６
件
と
31
年
度
当
初
予
算
６
件
の
計
12
件
の
審
議
を
行
っ
た
。 

条
例
、
協
議
、
計
画
変
更
及
び
補
正
予
算
は
６
日
、
当
初
予
算
は
、
８
日
開
催
の
予
算
審
査
特

別
委
員
会
で
の
審
査
を
経
て
15
日
最
終
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で
全
議
案
を
可
決
し
た
。 

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、
鈴
木
、
三
国
、
緒
方
の
３
議
員
が
質
問
席
に
立
っ
た
。 

  会期１１日間【３月５日～１５日】 

平成３１年(第１回)３月定例議会 

 発議案１件 町提出議案２３件   全会一致で可決 

※
１ 

徴
収
で
き
る
医
療
分
保
険
料
の

最
高
限
度
額
の
こ
と
で
、
こ
れ
と
は
別
に

介
護
分
、
後
期
高
齢
者
医
療
分
に
つ
い
て

も
限
度
額
が
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
て
い

る
。 

※
２ 

国
民
健
康
保
険
料
は
、
前
年
度
の

所
得
額
に
応
じ
、
７
割
、
５
割
、
２
割
の

減
額
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
５

割
と
２
割
軽
減
に
つ
い
て
は
、
各
々
一
定

の
金
額
に
世
帯
の
被
保
険
者
数
を
乗
じ
、

更
に
33
万
円
を
加
算
し
て
得
ら
れ
た
額

を
被
保
険
者
世
帯
の
前
年
度
所
得
額
が

下
回
っ
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
。
従
っ

て
、
今
回
の
額
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
軽

減
対
象
世
帯
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。 



－３－ 

そ
の
他
の
議
決
事
項 

大型連休に向けて開業予定の“貸し切り風呂” 

事務所が置かれた木更津市クリーンセンター 

全体計画を要望した佐久間ダム 

◆
鋸
南
町
使
用
料
条
例
の
一
部

改
正 

現
在
、
新
築
工
事
を
行
っ
て

い
る
老
人
セ
ン
タ
ー
の
貸
し
切

り
風
呂
の
使
用
料
を
追
加
し
、

昨
年
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
工
事
に

伴
い
、
ホ
ー
ル
に
改
装
さ
れ
た

指
導
相
談
室
の
使
用
料
を
削
除

す
る
の
が
改
正
の
内
容
。
貸
し

切
り
風
呂
の
使
用
料
金
は
、
１

室
１
時
間
に
つ
き
２
５
０
０
円

で
、
４
月
１
日
か
ら
適
用
さ
れ

る
。
質
疑
等
は
な
く
全
会
一
致

で
可
決
し
た
。 

こ
の
他
に
は
、 

◆
一
般
職
の
職
員
の
給
与
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

◆
町
長
等
の
給
料
月
額
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

◆
鋸
南
町
特
別
職
の
職
員
の
給

与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正 

◆
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

◆
鋸
南
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正 

◆
鋸
南
町
介
護
給
付
費
準
備
基

金
条
例
の
一
部
改
正 

の
６
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ

も
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。 

                

◆
木
更
津
市
、
君
津
市
、
富
津
市
、

袖
ケ
浦
市
、
鴨
川
市
、
南
房
総

市
及
び
鋸
南
町
広
域
廃
棄
物

処
理
事
業
協
議
会
規
約
の
制

定
に
関
す
る
協
議 

 

第
２
期
君
津
広
域
廃
棄
物
処

理
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
組

織
体
制
を
検
討
し
て
い
た
６
市

１
町
は
、
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

「
協
議
会
」
方
式
で
の
運
営
を

行
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

設
立
に
時
間
を
要
せ
ず
、
交

付
税
措
置
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
。

次
期
処
理
施
設
の
供
用
開
始
に

見
合
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
設
定
が

可
能
で
あ
る
。
構
成
市
町
の
主

体
性
を
保
持
し
つ
つ
、
執
行
組

織
と
し
て
の
仕
組
み
が
簡
便 

な
ど
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。 

協
議
会
の
名
称
は
、
木
更
津

市
、
君
津
市
、
富
津
市
、
袖
ケ
浦

市
、
鴨
川
市
、
南
房
総
市
及
び
鋸

南
町
広
域
廃
棄
物
処
理
事
業
協

議
会
で
、
平
成
31
年
４
月
１
日

に
発
足
。
事
務
所
は
、
木
更
津
市

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る

市
環
境
部
ま
ち
美
化
推
進
課
内

に
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

こ
の
協
議
会
設
置
に
関
し
、

必
要
な
事
項
を
定
め
た
同
協
議

会
規
約
の
協
議
が
あ
り
、
全
会

一
致
で
可
決
し
た
。 

            

 

◆
鋸
南
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
変
更 

鋸
南
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
平

成
32
年
度
ま
で
の
５
ヶ
年
計

画
と
し
て
策
定
さ
れ
て
お
り
、

計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場

合
は
、
軽
微
な
も
の
を
除
き
、
議

会
の
議
決
を
経
て
、
国
へ
の
提

出
が
必
要
と
な
る
た
め
、
今
定

例
議
会
へ
上
程
さ
れ
た
。 

 

変
更
の
主
な
内
容
は
２
点
。

計
画
の
立
案
の
際
の
数
値
的
根

拠
で
あ
る
国
勢
調
査
の
数
値
が
、

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
き
た
平
成

22
年
国
勢
調
査
数
値
を
平
成

27
年
へ
変
更
す
る
こ
と
が
１

点
。
も
う
１
点
は
、
今
後
の
事
業

展
開
を
考
慮
し
、
実
施
の
可
能

性
の
あ
る
事
業
を
新
た
に
付
け

加
え
た
こ
と
。
質
疑
の
後
、
全
会

一
致
で
可
決
し
た
。 

問 

大
崩
地
区
の
観
光
拠
点
整

備
事
業
は
、
具
体
的
な
計
画
が

あ
る
の
か
。 

答 

佐
久
間
ダ
ム
の
周
辺
の
各

種
整
備
事
業
の
実
施
の
際
、
過

疎
債
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
追
加
し
ま
し
た
。 

          

問 

社
会
教
育
バ
ス
更
新
事
業

の
内
容
は
。 

答 

社
教
バ
ス
は
、
導
入
し
て

か
ら
23
年
が
経
過
し
て
い
る

た
め
、
計
画
に
追
加
し
ま
し
た
。

購
入
時
期
は
今
後
検
討
し
ま
す
。 

問 

小
学
校
の
修
繕
事
業
の
内

容
は
。 

答 

30
年
度
で
予
算
化
し
た

小
中
学
校
空
調
設
備
設
置
事
業

の
財
源
と
し
て
、
過
疎
債
の
適

用
を
受
け
る
た
め
、
計
画
を
見

直
し
ま
し
た
。 

問 

農
業
共
済
制
度
支
援
事
業

の
内
容
は
。 

答 

認
定
農
業
者
、
認
定
新
規

就
農
者
へ
の
リ
ス
ク
軽
減
の
た

め
、
家
畜
園
芸
施
設
共
済
へ
の

掛
金
等
の
支
援
を
計
画
し
て
い

ま
す
。 



－４－ 

県内では５番目 給食の無償化 

                              

    

問 

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
寄
付

金
を
増
や
す
た
め
の
施
策
は
あ

る
か
。 

答 

前
年
よ
り
返
礼
品
を
９
品

減
ら
す
一
方
で
、
新
た
に
20
品

追
加
し
、
現
在
46
品
を
リ
ス
ト

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

寄
付
金
が
集
中
す
る
12
月
を

中
心
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
な

ど
で
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。 

問 

道
の
駅
保
田
小
に
係
る
周

辺
整
備
策
定
委
託
は
、
基
本
計

画
策
定
に
関
わ
る
組
織
を
立
ち

上
げ
、
企
画
を
よ
り
充
実
し
た

も
の
に
し
た
ら
ど
う
か
。 

答 

業
者
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で

選
定
し
ま
す
が
、
業
者
の
案
を

そ
の
ま
ま
採
用
す
る
の
で
は
な

く
、
町
内
の
各
部
門
の
関
係
者

の
話
を
聞
き
な
が
ら
計
画
を
進

め
て
い
き
ま
す
。 

  

問 

平
成
30
年
度
、
鋸
南
町
へ

の
新
規
転
入
者
の
見
込
み
数
は
。 

答 

見
込
み
は
立
て
て
い
ま
せ

ん
。
平
成
30
年
１
月
か
ら
12

月
ま
で
の
実
績
に
つ
い
て
は
、

転
入
者
207
名
、
転
出
者
274
名

で
、
社
会
増
減
は
67
名
、
０
・

83
％
減
少
し
ま
し
た
。 

  

問 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
何

人
体
制
の
予
算
を
組
ん
で
い
る

か
。 

答 

正
職
員
１
名
、
臨
時
職
員

５
名
を
見
込
み
ま
し
た
。 

問 

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

扶
助
の
予
算
額
が
500
万
円
ほ

ど
減
っ
て
い
る
が
、
利
用
者
数

の
減
を
見
込
ん
だ
の
か
。 

答 

身
体
障
害
者
１
・
２
級
の

手
帳
保
持
者
数
に
変
わ
り
は
な

く
、
30
年
度
４
月
か
ら
12
月

ま
で
の
実
績
と
今
後
の
見
込
み

か
ら
推
計
し
、計
上
し
ま
し
た
。 

  

問 

元
名
採
石
場
跡
地
の
取
得

時
、
使
用
料
を
年
間
400
万
円
見

込
む
と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、

予
算
額
の
200
万
円
は
少
な
す

ぎ
な
い
か
。 

答 

年
度
途
中
で
取
得
し
た
た

め
、
30
年
度
３
月
補
正
後
の
予

算
額
が
、
190
万
円
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
31
年
度
に
つ
い

て
は
、
こ
の
実
績
を
も
と
に
歳

入
が
見
込
め
る
額
を
計
上
し
ま

し
た
。 

要
望 

１
日
の
使
用
料
が
10

万
円
で
、
長
期
の
撮
影
も
予
定

さ
れ
て
い
る
と
の
説
明
な
の
で
、

そ
れ
な
り
の
金
額
に
な
る
と
考

え
る
。
使
用
料
が
高
い
と
思
え

ば
次
回
は
使
用
し
な
い
と
い
う

こ
と
も
あ
る
の
で
、
徴
収
の
際

に
は
、
状
況
に
あ
っ
た
対
応
を

し
て
も
ら
い
た
い
。 

問 

佐
久
間
地
区
活
性
化
推
進

協
議
会
に
つ
い
て
、
31
年
度
の

事
業
計
画
と
集
落
営
農
の
進
捗

状
況
及
び
目
標
に
つ
い
て
の
説

明
を
。 

           

 

平
成
31
年
度
の
当
初
予
算
は
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
伊
藤
茂
明
委
員
長
）
を

設
置
し
、
審
査
を
行
っ
た
。
一
般
及
び
国
保
会
計
で
は
、
多
く
の
質
疑
が
な
さ
れ
、
す
べ
て
の
予
算
を
全
員
賛

成
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
総
額
は
38
億
９
９
０
７
万
３
千
円
で
前
年
度

比
４
・
４
％
、
１
億
６
５
４
５
万
１
千
円
の
増
と
な
っ
た
。 

 

新
年
度
で
予
定
し
て
い
る
主
な
事
業
は
、
都
市
交
流
施
設
周
辺
整
備
事
業
９
９
４
万
１
千
円
、
観
光
ト
イ

レ
設
置
事
業
４
２
９
万
９
千
円
、
資
料
館
空
調
設
備
等
改
修
事
業
４
０
０
４
万
円
、
中
央
公
民
館
正
面
玄
関

改
修
事
業
７
９
０
万
８
千
円
、
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
整
備
事
業
４
１
４
０
万
８
千
円
、
学
校
給
食
費
補
助
事
業

２
１
６
３
万
６
千
円
な
ど
。 

 特別委員会報告～ 

一般会計対前年度比４．４％増額 

公債費、施設改修整備、各種事業への負担金・補助金を増 

〈 

総
務
企
画
課
関
係 

〉 

 

一
般
会
計
予
算
主
な
質
疑 

 

〈 

税
務
住
民
課
関
係 

〉 

 

〈 

保
健
福
祉
課
関
係 
〉 

 

〈 

地
域
振
興
課
関
係 

〉 

 



－５－ 

〈 

鋸
南
町
国
民
健
康
保
険 

特
別
会
計 

〉 

 

                              

答 

31
年
度
は
30
年
度
と
同

様
、
集
落
ぐ
る
み
の
有
害
鳥
獣

対
策
、
高
収
益
作
物
に
つ
い
て

の
検
討
を
考
え
て
い
ま
す
。
集

落
営
農
に
つ
い
て
は
、
希
望
す

る
集
落
が
１
ケ
所
あ
り
、
集
落

座
談
会
を
開
催
し
説
明
を
し
た

と
こ
ろ
、
２
回
目
以
降
に
つ
い

て
は
集
落
主
体
で
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
、
平
成
32
年
度
ま
で

に
組
織
化
で
き
れ
ば
と
の
意
向

が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

要
望 

町
が
実
施
し
た
農
業
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
る
と
、

こ
れ
か
ら
集
落
営
農
が
必
要
に

な
る
と
考
え
る
の
で
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。 

問 

新
規
就
農
者
支
援
事
業
補

助
金
は
２
名
分
、
10
万
円
と
の

説
明
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
支
援

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。 

答 

安
房
農
業
事
務
所
の
経
営

体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者
に

対
し
、
１
人
５
万
円
を
助
成
し

ま
す
。
今
年
、
利
用
し
た
方
は

３
年
目
な
の
で
、
来
年
は
受
講

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
新

規
就
農
相
談
も
来
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
２
名
分
を
計
上
し
ま

し
た
。 

  

問 

以
前
、
人
口
減
対
策
と
し

て
、
新
し
い
町
営
住
宅
を
建
て

る
話
が
あ
っ
た
が
、
検
討
し
て

い
る
の
か
。 

答 

平
成
28
年
度
に
地
方
創

生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
て
調

査
を
行
い
、
改
修
等
も
含
め
町

営
住
宅
の
今
後
に
つ
い
て
検
討

し
ま
し
た
。
建
築
か
ら
50
年
近

く
経
過
し
、
劣
化
が
激
し
く
耐

震
性
能
も
不
明
で
あ
る
た
め
、

転
用
や
再
生
利
用
の
可
能
性
は

低
い
と
の
検
討
結
果
が
出
ま
し

た
。
現
在
は
４
世
帯
が
居
住
し

て
お
り
、
現
状
の
ま
ま
入
居
し

て
い
る
状
況
で
す
。 

  
問 
歴
史
民
族
資
料
館
の
使
用

料
が
前
年
度
の
半
分
し
か
計
上

さ
れ
て
い
な
い
が
、
原
因
は
。 

答 

空
調
設
備
等
改
修
工
事
に

よ
り
４
ヶ
月
間
休
館
し
、
特
別

展
の
開
催
も
予
定
し
て
い
な
い

た
め
減
額
し
ま
し
た
。 

問 

公
民
館
は
夏
場
の
空
調
の

効
き
が
悪
く
な
っ
て
い
る
が
、

長
寿
命
化
建
物
調
査
委
託
の
中

で
検
討
さ
れ
る
の
か
。 

答 

空
調
機
は
、
平
成
14
年
に

改
修
を
行
い
、
今
年
度
も
修
繕

を
行
っ
て
お
り
、
現
在
は
正
常

に
作
動
し
て
い
ま
す
。
長
寿
命

化
調
査
で
は
、
外
壁
、
床
、
機

械
設
備
等
の
調
査
を
行
う
予
定

で
す
の
で
、
空
調
に
つ
い
て
も

今
後
の
計
画
の
中
で
見
直
し
を

予
定
し
て
い
ま
す
。 

      

問 

特
定
健
診
受
診
向
上
事
業

業
務
委
託
の
事
業
内
容
の
説
明

を
。 

答 

事
業
は
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

を
利
用
し
、
国
保
連
合
会
が
管

理
す
る
デ
ー
タ
ー
等
か
ら
、
特

定
健
診
未
受
診
者
を
４
つ
に
分

類
し
、
受
診
勧
奨
を
し
ま
す
。 

問 

事
業
実
施
に
よ
り
受
診
率

の
向
上
は
見
込
め
る
の
か
。 

答 

平
成
29
年
度
は
560
名
、

平
成
30

年
度
は
650

名
で
、

16
％
増
加
し
、
直
近
５
年
間
で

は
最
多
で
し
た
。 

問 

人
間
ド
ッ
ク
助
成
金
に
つ

い
て
、
利
用
者
の
年
齢
や
再
利

用
の
有
無
は
。 

答 

30
年
度
は
、
現
在
ま
で

67
名
が
受
診
し
、
う
ち
再
利
用

は
54
名
で
す
。
年
齢
構
成
は

60
代
・
70
代
の
方
が
ほ
と
ん

ど
で
、
社
会
保
険
等
で
ド
ッ
グ

を
受
診
し
て
い
た
方
が
、
国
保

に
加
入
し
て
か
ら
も
受
診
し
て

い
る
よ
う
で
す
。 

 

～平成 31年度予算審査  
子育ての経済的負担軽減を図り 

学校給食を全額補助 

〈 

建
設
水
道
課
関
係 

〉 

 

〈 

教
育
課
関
係 

〉 

 

そ
の
他
の
予
算
主
な
質
疑 

 

対前年比

一　般　会　計   38億9,907万3千円 4.4%増

国民健康保険特別

会　　　　　　計
  11億5,769万8千円 3.1％減

後期高齢者医療特別

会　　　　　　　計
    1億3,474万円　 1.7％増

介護保険特別会計   12億4,910万6千円　 1.7％増

平成３１年度普通会計当初予算



－６－ 

議会中継は、町ホームページ

から町議会→議会中継を 

クリックしてね 

録画配信は、次の議会開催

まで見ることができます 

よ
り
と
も
君 

                              

                             ３
議
員
が
町
政
を
問
う 

三国 幸次 議員 

・改元に向けた対応について 

・外国人の相談窓口について 

緒方 猛 議員 

・緊急通報システムについて 

・提案制度の創設について 

・高齢者交通事故対策について 

一般質問とは、議員が本会議場で町長・教育長

に対し質問や提案を行うものです。 

紙面の都合上概要を掲載しています。 

 

鈴木 辰也 議員 

・町防災対策について 

・佐久間地区の整備計画について 

・鋸南病院について 

 

み
か
え
り
ち
ゃ
ん 



－７－ 

急がれる旧佐久間小一帯の全体構想 

                              

問 

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

の
作
成
状
況
は
。 

答 
現
時
点
の
進
捗
と
し
て
は
、

要
介
護
高
齢
者
や
障
害
者
等
の

情
報
を
集
約
す
る
た
め
、
保
健
福

祉
課
と
総
務
企
画
課
に
お
い
て

共
同
し
て
作
業
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。
現
名
簿
は
、
支
援
を
必
要

と
さ
れ
て
い
な
い
方
も
含
ま
れ

て
い
る
可
能
性
、
名
簿
の
時
点
修

正
作
業
が
必
要
で
あ
り
、
現
実
に

即
し
た
名
簿
対
象
者
の
整
理
調

整
を
加
え
る
べ
き
と
考
え
て
い

ま
す
。
鋸
南
町
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
連
絡
協
議
会
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
部
会
に
協
力
を
仰
ぎ
、
訪

問
先
の
346
名
の
方
に
同
意
確
認

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

問 

平
成
29
年
９
月
議
会
で
旧

佐
久
間
小
学
校
、
笑
楽
の
湯
を
含

め
た
一
帯
の
全
体
構
想
を
で
き

る
だ
け
早
く
示
す
こ
と
を
求
め

た
。
答
弁
で
は
、
今
後
、
検
討
し

て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
ど
の
様
な
検
討
が
さ
れ

て
き
た
の
か
。 

答 

佐
久
間
地
区
の
活
性
化
を

図
る
た
め
に
は
、
こ
の
２
施
設
を

中
心
に
佐
久
間
ダ
ム
と
連
携
し

て
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
地
域

活
性
化
に
寄
与
す
る
よ
う
な
施

設
に
な
る
よ
う
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
具
体
的
な
計
画
は
ま

だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

問 

町
が
ど
の
よ
う
な
施
設
に

す
る
か
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
を
描

く
こ
と
が
重
要
な
の
で
、
町
の
方

針
を
で
き
得
れ
ば
31
年
度
中
に

示
し
て
欲
し
い
。 

答 

31
年
度
に
旧
鋸
南
幼
稚
園

を
含
め
道
の
駅
保
田
小
学
校
の

都
市
交
流
施
設
周
辺
整
備
事
業

を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
整

備
事
業
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え

て
、
進
め
て
い
き
た
い
。 

問 

都
市
交
流
施
設
の
整
備
事

業
が
終
わ
る
ま
で
旧
佐
久
間
小

学
校
周
辺
の
整
備
事
業
は
、
で
き

な
い
と
考
え
る
。
旧
佐
久
間
小
学

校
を
広
域
避
難
場
所
と
し
て
機

能
を
持
た
せ
る
な
ら
ば
、
体
育
館

が
整
備
さ
れ
る
ま
で
は
、
テ
ン
ト

を
何
十
張
か
町
の
方
で
常
備
し

て
、
発
災
時
に
は
テ
ン
ト
を
張
っ

て
テ
ン
ト
村
に
す
る
の
は
ど
う

か
。 

答 

熊
本
地
震
で
は
テ
ン
ト
村

に
多
く
の
方
が
避
難
を
し
た
と

も
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
検

討
し
て
い
き
ま
す
。 

問 

全
員
協
議
会
で
鋸
南
病
院

の
経
営
状
況
が
大
変
厳
し
い
と

の
説
明
が
あ
っ
た
。
今
後
の
経
営

に
つ
い
て
は
、
町
は
指
定
管
理
者

の
き
さ
ら
ぎ
会
と
今
ま
で
以
上

に
綿
密
な
協
議
が
必
要
と
考
え

る
が
。 

答 

今
後
、
病
院
に
お
け
る
医
療

提
供
の
あ
り
方
、
医
療
体
制
の
見

直
し
、
運
営
方
針
等
、
今
ま
で
以

上
に
綿
密
な
協
議
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

            

 

問 

旧
佐
久
間
小
一
帯
の
全
体
構
想
を
早
急
に 

 

答 

保
田
小
整
備
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討 

鈴木 辰也 議員 

 



－８－ 

道の駅保田小の外国人案内所 

                              

問 

天
皇
陛
下
の
譲
位
と
新
天

皇
即
位
に
伴
う
５
月
１
日
の
改

元
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
改
修
や

文
書
の
表
記
な
ど
に
つ
い
て
の

考
え
は
ど
う
か
。 

答 

文
書
の
年
度
表
記
の
方
法

に
関
す
る
、
本
町
の
基
本
的
な
考

え
方
は
、
原
則
的
に
新
年
度
以
降

も
従
来
ど
お
り
、
和
暦
表
記
で
行

う
方
針
で
す
。 

問 

改
元
に
向
け
た
準
備
の
現

状
は
ど
う
か
。 

答 

本
町
の
主
要
な
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
住
民
基
本
台
帳
や
税
、
国

保
な
ど
の
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
そ
の
も
の
は

西
暦
管
理
で
、
改
元
へ
の
対
応
も

あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
改
元
に
よ
る
問
題
は
起

こ
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。 

問 

混
乱
や
問
題
が
起
き
な
い

よ
う
に
綿
密
な
検
討
と
ぬ
か
り

な
き
準
備
が
求
め
ら
れ
ま
す
が

ど
う
か
。 

答 

庁
内
で
は
他
に
多
様
な
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
、
改
元
に
向
け
て
、
全

体
と
し
て
統
一
し
た
対
応
が
行

わ
れ
る
よ
う
綿
密
な
準
備
を
進

め
、
混
乱
や
問
題
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
対
応
し
て
い
き
ま
す
。 

要
望 

既
に
西
暦
表
示
の
方
向

で
動
き
が
大
き
く
進
ん
で
い
る

の
で
、
少
し
ず
つ
で
も
西
暦
に
統

一
す
る
方
向
で
準
備
を
し
て
い

け
ば
事
務
経
費
も
削
減
で
き
る

の
で
、
進
め
て
ほ
し
い
。 

問 

４
月
か
ら
の
外
国
人
材
の

受
け
入
れ
拡
大
に
と
も
な
う
相

談
窓
口
に
つ
い
て
町
と
し
て
の

考
え
は
ど
う
か
。 

答 

政
府
の
総
合
的
対
応
策
は
、

外
国
人
が
多
数
居
住
す
る
市
町

村
に
限
ら
れ
た
内
容
で
あ
り
、
本

町
は
対
象
外
で
し
た
。
本
町
に
お

い
て
は
、
平
成
31
年
２
月
１
日

現
在
、
男
性
14
名
、
女
性
36
名
、

計
50
名
の
外
国
人
の
方
が
住
民

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
他
に
比

べ
る
と
そ
の
割
合
は
低
く
、
一
元

的
な
窓
口
の
設
置
ま
で
は
、
考
え

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。 

問 

今
後
、
外
国
人
労
働
者
や
観

光
客
が
増
加
す
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
対
応
で
き
る
よ
う
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。 

答 

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
案

内
看
板
の
多
言
語
化
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
の
駅
保

田
小
内
の
「
町
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ュ
」
は
、
外
国
人
案
内
所
と
し
て

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

英
語
案
内
に
は
対
応
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
は
自
動
翻
訳
ア
プ
リ

等
を
活
用
し
な
が
ら
、
外
国
人
来

訪
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
対
応

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
労
働
者

世
帯
の
児
童
・
生
徒
の
受
入
に
は
、

苦
慮
し
た
こ
と
か
ら
、
必
要
に
応

じ
対
応
し
て
い
き
ま
す
。 

要
望 

今
後
の
変
化
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募

集
な
ど
も
検
討
し
て
み
て
は
ど

う
か
。
さ
ら
に
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

な
ど
も
検
討
し
て
欲
し
い
。 

 

 

問 

改
元
に
向
け
準
備
を
ぬ
か
り
な
く 

 

答 

問
題
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
対
応 

三国 幸次 議員 

 



－９－ 

                              

【
緊
急
通
報
（
S

O

S
） 

シ
ス
テ
ム
の
リ
ー
ス
代
】 

問 
当
該
シ
ス
テ
ム
は
、
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
約

千
人
の
安
心
、

安
全
に
つ
な
が
る
良
い
シ
ス
テ

ム
で
あ
り
、
６
年
前
に
導
入
さ
れ

た
が
、
警
備
会
社
方
式
の
標
準
月

リ
ー
ス
代
２
８
０
０
円
の
全
額

契
約
者
負
担
は
厳
し
い
。
近
隣
市

町
同
様
に
応
分
の
町
負
担
は
で

き
な
い
か
。 

答 

現
在
３
つ
の
形
式
を
紹
介

し
40
世
帯
が
契
約
し
て
い
ま
す
。

警
備
会
社
方
式
は
１１
世
帯
が
契

約
、
安
心
電
話
方
式
に
は
２８
世

帯
が
、
セ
ン
タ
ー
方
式
に
は
１
世

帯
が
契
約
し
て
い
ま
す
。
仮
に
、

警
備
会
社
方
式
に
100
世
帯
加
入

し
た
場
合
、
年
間
362
万
円
の
財

政
負
担
と
な
る
た
め
、
今
後
、
国
、

県
等
で
補
助
制
度
が
で
き
た
場

合
に
は
、
再
度
、
検
討
し
た
い
と

考
え
ま
す
。 

問 

人
口
構
成
の
ほ
ぼ
同
じ
御

宿
町
で
は
、
全
額
町
負
担
で
約

240
世
帯
が
契
約
。
当
町
で
増
え

な
い
理
由
は
、
リ
ー
ス
代
が
高
い

か
ら
だ
と
考
え
る
が
、
町
の
判
断

は
。 

答 

ペ
ン
ダ
ン
ト
型
は
、
通
報
の

際
、
管
制
室
と
の
間
で
異
常
の
有

無
を
会
話
で
確
認
す
る
手
間
が

あ
り
、
直
接
消
防
署
に
要
請
す
る

方
が
早
い
或
い
は
契
約
時
、
数
名

の
協
力
者
が
必
要
な
ど
の
難
点

が
あ
る
た
め
、
契
約
が
増
え
な
い

の
で
は
と
考
え
ま
す
。 

問 

管
制
室
と
異
常
の
有
無
の

確
認
は
し
な
く
て
も
、
煙
、
熱
、

人
の
移
動
、
建
物
の
警
備
ま
で
ボ

タ
ン
を
押
さ
ず
と
も
自
動
検
知

機
能
で
情
報
を
伝
え
る
す
ぐ
れ

も
の
だ
。
協
力
者
が
必
要
と
の
話

だ
が
、
私
が
メ
ー
カ
確
認
の
結
果

は
必
要
な
い
と
の
回
答
。
要
は
リ

ー
ス
代
の
高
さ
で
敬
遠
さ
れ
て

い
る
。
高
齢
者
が
住
み
良
い
町
と

言
う
の
で
あ
れ
ば
「
命
の
綱
」
と

も
い
え
る
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
対

し
、
他
の
自
治
体
程
度
は
負
担
し

て
欲
し
い
。 

答 

従
来
通
り
、
導
入
費
用
は
町

負
担
で
、
リ
ー
ス
代
は
全
額
契
約

者
負
担
と
し
た
い
。 

【
職
員
＆
町
民
の 

提
案
制
度
創
設
を
】 

問 

職
員
の
業
務
改
善
、
合
理
化
、

生
産
性
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

等
、
提
案
の
習
慣
に
乏
し
さ
を
感

じ
る
。
あ
き
ら
め
を
感
じ
て
い
る

町
民
も
い
る
と
思
う
。
町
政
の
課

題
を
解
決
す
る
提
案
制
度
を
創

設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答 

町
長
へ
の
手
紙
、
町
政
報
告

会
、
小
学
生
対
象
の
こ
ど
も
議
会

な
ど
が
あ
り
、
自
由
に
提
案
で
き

る
環
境
は
あ
る
と
思
う
の
で
、
現

時
点
で
は
、
提
案
制
度
の
創
設
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。 

【
高
齢
者
交
通
安
全
教
育 

の
早
期
実
施
を
】 

問 

以
前
、
体
験
型
運
転
意
識
研

さ
ん
教
育
を
29
年
４
月
か
ら
実

施
す
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

ど
う
な
っ
た
の
か
。 

答 

各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
等

に
働
き
か
け
て
、
安
全
教
育
や
講

習
会
等
の
検
討
を
し
ま
す
。 

 

 緒方 猛 議員  

 

 

問 

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
リ
ー
ス
代
の
負
担
軽
減
を 

 

答 

財
政
負
担
増
と
な
る
た
め
現
状
維
持
で 

世帯 課税 非課税 生活保護

T市 0 0 0

K市 0 0 0

M市 1500/月 100/月 0

O町 360/月 360/月 0

Ｊ町 0 0 0

鋸南町 100％契約者負担

リース代の契約者負担状況



 

－１０－ 

４月リニューアルオープン（ＢＧプール） 

  
 

                            

                             

   

問 

海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
に

関
す
る
工
事
関
連
委
託
費
が
減

額
さ
れ
た
が
、
工
事
は
終
了
し

た
の
か
。
終
了
し
た
の
で
あ
れ

ば
、
プ
ー
ル
の
使
用
、
水
泳
教

室
の
再
開
は
い
つ
か
ら
か
。 

答 

ボ
イ
ラ
ー
、
ろ
過
器
、
配

管
等
の
改
修
を
し
て
い
ま
す
。

工
事
は
、
順
調
に
進
ん
で
お
り
、

年
度
内
に
終
了
す
る
予
定
で
、

教
室
の
再
開
は
、
４
月
１
日
以

降
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

問 

改
修
工
事
以
外
で
、
新
た

に
子
ど
も
達
の
興
味
を
引
く
よ

う
な
改
修
は
あ
る
か
。 

答 

プ
ー
ル
を
抜
水
し
た
の
で
、

職
員
が
手
製
で
幼
児
プ
ー
ル
の

底
に
、
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
と
イ
ル

カ
２
匹
を
描
き
ま
し
た
。 

問 

物
産
セ
ン
タ
ー
使
用
料

23
万
の
減
額
の
内
容
は
。 

答 

物
産
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
２
店
舗
空
い
て
お

り
、
う
ち
１
店
舗
は
、
２
月
か

ら
新
入
居
者
が
開
店
の
準
備
中

で
す
。
も
う
１
店
舗
も
事
業
内

容
を
検
討
中
で
、
未
入
居
期
間

中
の
使
用
料
の
減
額
で
す
。 

問 

営
業
を
停
止
し
て
か
ら
１

年
位
に
な
る
が
、
店
が
閉
ま
っ

て
い
る
の
は
体
裁
が
悪
い
。
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

答 

空
き
店
舗
は
、
印
象
が
悪

い
の
で
、
準
備
中
の
入
居
者
に

は
、
印
象
が
良
く
な
る
よ
う
装

飾
等
で
工
夫
す
る
よ
う
依
頼
し
、

も
う
１
店
舗
に
つ
い
て
も
１
日

も
早
い
、
事
業
決
定
を
依
頼
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

問 

元
名
採
石
場
跡
地
の
使
用

料
の
計
上
額
が
少
な
い
よ
う
に

思
え
る
が
、
説
明
を
。 

答 

採
石
場
跡
地
は
、
現
在
ま

で
19
件
利
用
が
あ
り
、
そ
の
使

用
料
を
計
上
し
ま
し
た
。
４
月

以
降
に
は
、
２
か
月
ほ
ど
に
渡

る
大
作
映
画
の
撮
影
の
企
画
の

相
談
が
来
て
い
ま
す
。 

問 

跡
地
の
使
用
料
は
、
町
が

取
得
す
る
前
は
、
年
間
使
用
料

が
最
高
700
万
円
と
い
う
話
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
な
ぜ
減

る
の
か
。 

答 

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
県
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て

利
用
の
周
知
は
行
っ
て
お
り
、

利
用
が
増
え
な
い
理
由
を
把
握

し
切
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。 

問 

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
寄
付

金
は
、
150
万
円
増
と
の
説
明
だ

が
、
寄
付
の
決
算
見
込
み
額
は
。

ま
た
、
基
金
残
高
を
５
１
３
３

万
４
千
円
と
見
込
ん
で
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
寄
付
金
の
使
用

目
的
は
。 

答 

12
月
時
点
で
の
寄
付
を

１
４
０
０
万
円
と
見
込
み
ま
し

た
。
30
年
度
は
、
基
金
を
取
り

崩
し
、
佐
久
間
ダ
ム
の
手
す

り
・
パ
ー
ゴ
ラ
修
理
、
花
い
っ

ぱ
い
事
業
、
道
の
駅
保
田
小
の

竹
林
補
修
、
幼
稚
園
の
遊
具
設

置
、
公
民
館
の
図
書
購
入
等
、

５
事
業
に
528
万
４
千
円
を
充

当
す
る
予
定
で
す
。 

           

６会計予算を原案のとおり 全会一致で可決 

平 成 ３ ０ 年 度 補 正 予 算 

経営不振の鋸南病院予算に質疑と討論 

 

を見込んでの補正が行われた。補正後の総額

は、別表のとおり。 

 一般及び介護会計では、活発な質疑が行わ

れたほか、病院会計では、病院の経営不振に

よる３千万円の追加補助に関して討論（当初

予算でも同様に１件）が行われた。主な質疑

と討論の内容は、以下のとおり。 

 

 

              リード 

 一
般
会
計
予
算 

 ３月６日、定例会２日目に６つの会計補正

予算案が上程され、説明、質疑、討論の後、

全会一致で可決した。 

 可決したのは、普通会計では、一般、国保、

後期高齢者、介護の４会計、企業会計では、

病院、水道の２会計で、各補正とも会計年度

末を迎え、歳入歳出の各費目にわたり、決算 



－１１－ 

経営再建が最重要課題 

問 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
支
援 

事
業
委
託
金
が
、
１
名
分
減
額

さ
れ
て
い
る
が
、
再
度
、
募
集

を
行
っ
た
の
か
。
町
は
今
後
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
、
ど

の
様
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
く

の
か
。 

答 

特
産
品
の
開
発
担
当
の
募

集
を
再
度
行
い
ま
し
た
が
、
応

募
が
な
い
た
め
、
減
額
し
ま
し

た
。
現
在
４
名
の
協
力
隊
員
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

内
容
を
精
査
・
検
討
し
、
募
集

等
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

                

   

問 

居
宅
介
護
、
地
域
密
着
型

介
護
、
施
設
介
護
の
３
つ
の
サ

ー
ビ
ス
給
付
費
に
係
る
負
担
金

が
各
々
１
４
０
０
万
円
、
１
７

０
０
万
円
、
９
０
０
万
円
と
増

額
に
な
っ
て
い
る
が
、
鋸
南
病

院
の
療
養
型
病
床
が
、
閉
鎖
さ

れ
た
影
響
の
た
め
か
。 

答 
４
月
か
ら
12
月
ま
で
の

給
付
実
績
と
、
今
後
の
３
か
月

分
の
見
込
み
に
よ
る
数
字
で
す
。

療
養
病
床
の
閉
鎖
は
、
２
月
か

ら
で
す
の
で
、
そ
の
影
響
に
よ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

             

       

青
木 

悦
子 

議
員 

鋸
南
町
に
と
っ
て
、
鋸
南
病

院
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
町
民

の
病
院
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一

般
会
計
か
ら
の
補
助
金
３
千
万

円
を
追
加
拠
出
す
る
補
正
案
に

賛
成
す
る
。 

し
か
し
、
そ
の
費
用
は
、
町

民
の
血
税
で
あ
る
。
私
は
、
町

民
か
ら
選
ば
れ
た
議
員
で
あ
り
、

こ
の
原
案
に
賛
成
す
る
決
断
を

し
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
大
変

大
き
な
責
任
を
負
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。 

従
っ
て
、
今
回
の
３
千
万
円

を
拠
出
す
れ
ば
終
わ
り
に
な
る

訳
で
は
な
い
こ
と
を
、
財
団
側

で
も
き
ち
ん
と
受
け
止
め
、
町

民
に
愛
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
る
町

の
病
院
と
し
て
、
必
ず
建
て
直

し
を
図
る
と
い
う
決
意
を
持
ち
、

実
行
す
る
こ
と
を
要
望
し
、
賛

成
討
論
と
す
る
。 

   

笹
生 

正
己 

議
員 

 

町
が
国
保
鋸
南
病
院
を
運
営

し
て
い
た
時
代
、
大
変
な
経
営

難
に
陥
っ
た
際
に
、
町
長
に
何

度
も
病
院
の
改
革
・
改
善
を
要

望
し
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
議

員
全
員
協
議
会
で
、
廃
院
と
い

う
選
択
を
迫
っ
た
こ
と
も
あ
る
。 

 

町
で
運
営
し
続
け
た
ら
、
２

億
円
以
上
を
拠
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
態
に
な
り
、
あ
る

大
病
院
に
経
営
移
譲
を
依
頼
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。
病

院
で
は
な
く
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ら

受
け
る
と
い
う
結
論
で
、
他
に

は
受
託
者
が
な
く
、
現
院
長
が

き
さ
ら
ぎ
会
を
立
ち
上
げ
、
運

営
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。 

来
年
度
の
当
初
予
算
は
、
７

千
万
円
だ
が
、
私
個
人
と
し
て

は
、
１
億
円
以
下
で
あ
れ
ば
止

む
を
得
な
い
金
額
だ
と
考
え
る
。

高
い
か
安
い
か
は
、
人
に
よ
り

色
々
な
考
え
方
が
あ
る
と
思
う

が
、
今
後
も
指
定
管
理
者
制
度

に
よ
る
病
院
運
営
を
続
け
て
も

ら
い
た
く
賛
成
討
論
と
す
る
。 

   

鈴
木 

辰
也 

議
員 

 

鋸
南
病
院
の
指
定
管
理
者
で

あ
る
医
療
法
人
財
団
鋸
南
き
さ

ら
ぎ
会
に
対
す
る
、
指
定
管
理

交
付
金
に
つ
い
て
は
、
31
年
度

中
に
病
院
の
資
金
が
不
足
し
な

い
よ
う
支
出
す
る
こ
と
は
よ
し

と
す
る
。 

し
か
し
鋸
南
病
院
は
公
設
民

営
で
あ
り
、
経
営
に
関
し
て
は
、

民
間
と
あ
る
程
度
同
じ
考
え
方

で
運
営
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
病
院
の
運
営
状
況

が
厳
し
く
な
っ
た
経
緯
、
今
ま

で
取
り
組
ん
で
き
た
経
営
改
善

策
等
、
今
後
の
対
応
を
財
団
に

求
め
る
と
と
も
に
、
町
が
望
む

鋸
南
病
院
像
を
し
っ
か
り
と
財

団
に
示
し
た
う
え
で
、
協
議
を

行
い
運
営
し
て
も
ら
い
た
い
。 

運
営
会
議
を
適
宜
、
開
催
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
運
営
会
議

自
体
が
今
ま
で
と
同
様
な
会
議

で
は
な
く
、
踏
み
込
ん
だ
内
容

の
会
議
を
持
ち
、
鋸
南
病
院
の

経
営
改
善
に
活
か
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。 

会　　計　　名 補正額 補正後予算額

一 般 会 計 １，０８８万３千円 ４０億７，８８３万６千円

国民健康保険特別会計 ４，８０３万３千円 １２億４，７６２万７千円

後期高齢者医療特別会計 ５０７万３千円 １億２，７４５万６千円

介 護 保 険 特 別 会 計 ４，３７５万４千円  １３億５，６３７万円

（別表）平成３０年度普通会計予算（３月補正後）

介
護
保
険
会
計 

鋸
南
病
院
事
業
会
計 

補
正
予
算 

賛
成
討
論 

 

当
初
予
算 

賛
成
討
論 

 



－１２－ 

 

３月８日 予算審査特別委員会 

３月28日 議会広報特別委員会 

４月４日 議会広報特別委員会協議会 

 

２月18日 議員全員協議会 

２月25日 議会運営委員会 

３月５日～15日 

     第１回議会定例会 

                              

                            

 

 議
会
の
日
誌 

 

 

31
年
第
１
回
定
例
議
会
は
３
月
15
日
終
了
し
、
平
成
31
年
度
予

算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
議
会
だ
よ
り
の
編
集
が
始
ま
り
、

広
報
委
員
は
忙
し
く
な
り
ま
す
。
任
期
最
後
の
発
行
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
力
が
入
り
ま
す
。
今
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
新
し
い
広
報
委

員
で
ス
タ
ー
ト
し
て
、
は
や
２
年
。
よ
り
よ
い
紙
面
づ
く
り
を
合
言

葉
に
、
毎
回
市
町
村
議
会
広
報
研
究
会
に
参
加
し
、
知
識
を
深
め
て

き
ま
し
た
。
昨
年
は
勇
気
を
出
し
て
、
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
応
募
。

「
議
会
だ
よ
り
き
ょ
な
ん
」
を
取
り
上
げ
て
も
ら
い
、
た
く
さ
ん
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
発
行
の
迅
速
化
、
議
会
の
様
子

が
伝
わ
る
よ
う
に
レ
イ
ア
ウ
ト
を
工
夫
、・
・
・
・
等
々
。
こ
の
一
年

で
、
紙
面
が
大
幅
に
変
わ
っ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
４
月
に
は
町
長
選
、
町
議
選
が
あ
り
ま
す
。
議
会
だ
よ
り

が
皆
様
の
も
と
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
選
挙
結
果
が
報
道
さ
れ
、
議
員

が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
、
新
た

に
議
会
広
報
特
別
委
員
が
選
ば
れ
ま
す
。「
思
わ
ず
手
に
取
る
、
読
み

た
く
な
る
議
会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
、
努
力
精
進
を
。
委
員
の
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
田
久
保
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
久
保 

 

「町民の声」募集！ 

皆様のご意見を募集します。 

顔写真・お名前・ご意見を議

会だよりに掲載します！ 

議会事務局まで連絡をお願

いします。 

☎0470-55-4804 

 

～
編
集
後
記
～ 

 

東京都大田区出身 

昨年９月から地域おこし協

力隊員として活動 

仕事内容は、「観光の支援」 

鋸南町に来てから車での移

動が多く、運動不足で太っ

てしまいました・・・ 

清水 多佳子 さん 

 東京から鋸南町に引っ越してきたのは昨年8月下旬、とても暑い

日でした。最初は町の地図もわからない状態でしたが、町のみなさま

に助けていただき、活動をつづけることができました。 

鋸南町は、穏やかで美しい町だと思っています。ゴミの落ちていな

い、一年中、花が咲く町。水仙や頼朝桜を見ると、季節の移り変わり

を感じます。たくさんの観光客が訪れるのも納得です。 

さて、これまでの私の活動ですが、町の魅力をよりたくさんの人に

知ってほしいと思い、今年1月、観光協会のホームページをリニュ

ーアルしました。また、ふるさと納税のサイトで、生産者インタビュ

ーをすることで、ネットでの情報発信に力を入れてきました。 

現在、取り組んでいるのは、「保田駅」前の物件をシェアオフィス

（共同事務所）にし、観光客や町の人たちの「居場所」をつくること

です。何か面白いことをして、地域のためになれるといいな、と考え

ています。みなさまの助言をいただきながら、これからも 

まちづくりに携わっていきたいと思います。 
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